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平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）、
消
防

本
部
１
階
研
修
場
に
お
い
て
、
田
中
市

長
を
は
じ
め
、
重
松
市
議
会
議
長
、
ま

た
、
新
団
員
の
選
出
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
各
地
区
の
役
員
の
方
々
に
も
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度
消
防
団

員
任
命
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
は
、
田
中
市
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
長
年
に
わ
た
り
八
尾
市
消
防
団

で
活
躍
さ
れ
、
平
成
29
年
３
月
末
で
勇

退
さ
れ
る
退
団
者
に
対
し
て
、
田
中
市

長
、
向
井
団
長
、
藤
原
消
防
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
向
井
団
長
か
ら
八
尾
市
消
防

団
の
新
戦
力
と
な
る
26
名
の
新
団
員
及

び
幹
部
に
昇
任
さ
れ
た
41
名
の
団
員
に

対
し
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
後
、

「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

施
設
、
装
備
の
充
実
と
処
遇
改
善
に
努

め
、
地
域
に
密
着
し
た
魅
力
あ
る
消
防

団
を
目
指
し
て
い
く
」
と
の
訓
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
新
団
員
を
代
表
し

て
、団
本
部
の
川
西
団
員
が
力
強
い「
宣

誓
の
言
葉
」
を
向
井
団
長
に
誓
い
閉
式

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
八
尾
市
消
防
団
は
一
致
団
結

し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
の
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。

�

◆
（
山
本
分
団　

西
尾　

和
哉
）
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坂
上
　
昌
弘
（
南
高
安
）

①　

福
祉
関
係

②　

音
楽
鑑
賞

③　

一
日
で
も
早
く
地
域
に
貢
献

で
き
る
消
防
団
員
と
し
て
、
諸

先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
磯
山
　
拓
良
（
南
高
安
）

①　

教
員

②　

野
球
・
ゴ
ル
フ

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
貢
献
で

き
る
よ
う
に
訓
練
に
励
み
、
一

日
で
も
早
く
諸
先
輩
方
に
追
い

つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
樋
口
　
祐
也
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

映
画
鑑
賞

③　

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の

人
々
の
信
頼
を
得
て
、
緊
急
時

に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

　
宇
山
　
義
彦
（
志
紀
）

① 

運
転
手

② 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③ 

向
上
心
を
持
っ
て
、
地
域
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
た
て

る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
吉
田
　
健
一
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を

自
分
で
守
れ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
早
く
一
人
前
に
な
る
た

め
、
頑
張
り
ま
す
。

　
西
川
　
尊
之
（
龍
華
）

①　

弁
当
屋

②　

ス
ポ
ー
ツ
全
般

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
一
日
で
も
早
く
先
輩
方
に

追
い
つ
き
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
貴
島
　
孝
浩
（
高
安
）

①　

介
護
支
援
専
門
員

②　

ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

③　

消
防
団
員
と
し
て
努
力
・
精

進
し
頑
張
る
こ
と
で
、
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
地
域
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
田
村
　
五
一
（
志
紀
）

①　

職
人

②　

釣
り

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
東
出
　
友
和
（
南
高
安
）

①　

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

②　

ラ
グ
ビ
ー

③　

一
日
で
も
早
く
技
術
を
学
び
、

消
防
団
員
と
し
て
、
し
っ
か
り

活
動
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　
清
水
　
玄
（
高
安
）

①　

調
理
員

②　

畑
仕
事
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ

③　

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
微
々

た
る
も
の
で
す
が
、
少
し
で
も

力
に
な
れ
る
よ
う
、
消
防
団
の

仕
事
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

　
袖
川
　
良
輔
（
山
本
）

①　

型
枠
大
工

②　

野
球

③　

消
防
団
に
入
団
す
る
事
に
と

ま
ど
い
も
あ
り
ま
す
が
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　
安
岡
　
大
輔
（
南
高
安
）

①　

自
営
業

②　

ゴ
ル
フ

③　

生
ま
れ
育
っ
た
村
で
、
消
防

団
員
に
な
れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
早
く
一
人
前
に

な
っ
て
地
域
を
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
宮
原
　
雄
真
（
曙
川
）

①　

家
具
製
造
業

②　

ア
ウ
ト
ド
ア
（
キ
ャ
ン
プ
）

③　

地
域
の
皆
様
が
よ
り
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

ま
た
諸
先
輩
方
に
追
い
つ
く
た

め
訓
練
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。

　
竹
本
　
亮
太
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

ゲ
ー
ム

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
一
日
で
も
早
く
諸
先
輩
方

に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

　
及
川
　
将
洋
（
志
紀
）

①　

自
営
業

②　

沖
縄
旅
行

③　

消
防
、
防
災
に
お
け
る
技
術

や
知
識
を
習
得
し
、
地
域
の
安

全
と
安
心
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
。

　
魚
住
　
陽
平
（
南
高
安
）

①　

信
用
金
庫
職
員

②　

フ
ッ
ト
サ
ル

③　

一
日
で
も
早
く
、
諸
先
輩
方

の
よ
う
な
地
元
を
守
る
消
防
団

員
に
な
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
り

ま
す
。

　
川
西
　
慶
（
団
本
部
）

① 

学
生

② 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

③ 

至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
明
る
く
元
気
に
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
野
　
義
剛
（
高
安
）

①　

販
売
業

②　

ド
ラ
イ
ブ

③　

地
域
の
安
全
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
木
村
　
勇
希
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

Ｄ
Ｉ
Ｙ

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
知
識
を
キ
ッ
チ
リ
と
身
に
つ

け
て
頑
張
り
ま
す
。

　
山
下
　
貴
弘
（
南
高
安
）

①　

自
動
車
整
備
士

②　

野
球
観
戦

③　

地
域
の
安
全
の
た
め
、
早
く

技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　
堂
田
　
隆
治
（
久
宝
寺
）

① 

自
動
車
整
備
士
・
販
売

② 

ゴ
ル
フ
・
ド
ラ
ム

③ 

生
ま
れ
も
育
ち
も
久
宝
寺
。

諸
先
輩
方
の
指
導
の
も
と
、
地

元
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

　
野
口
　
友
哉
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

読
書

③　

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、

早
く
一
人
前
の
消
防
団
員
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
岩
﨑
　
裕
司
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

野
球

③　

初
め
て
の
経
験
の
こ
と
が
多

く
、
全
て
素
直
に
、
楽
し
く
、

真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
髙
田
　
尚
寛
（
南
高
安
）

① 

会
社
員

② 

車
・
バ
イ
ク

③ 

如
何
な
る
時
に
も
安
全
最
優

先
で
考
え
訓
練
に
励
み
、
先
輩

方
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　
植
田
　
哲
史
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

ゲ
ー
ム

③　

消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
技
術
を
身
に
付
け
、
地

域
を
守
り
ま
す
。

　
乾
　
力
也
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

③　

地
域
の
安
全
を
守
り
、
先
輩

方
を
見
習
っ
て
早
く
仕
事
を
覚

え
て
、
消
防
団
員
と
し
て
役
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、

26
名
の
新
団
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。
新
団
員
の
皆
さ

ん
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
任
命
式
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平
成
29
年
５
月
21
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
で
行
わ
れ
た
基
礎
教
育

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
基
本
動
作
と
な
る
規
律
訓

練
や
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
ホ
ー
ス
、
筒
先
搬
送

等
を
学
び
、
補
助
者
と
と
も
に
基
本
注

水
姿
勢
で
の
水
圧
の
凄
さ
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

講
習
を
受
け
る
ま
で
は
、
消
防
団
に

入
っ
た
も
の
の
消
火
活
動
の
経
験
も
無

く
実
感
が
湧
か
ず
に
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
技
で
の
ホ
ー
ス
の
延
長
訓
練
、

放
水
訓
練
を
す
る
う
ち
に
、「
私
も
現

場
に
出
た
時
に
は
そ
つ
な
く
こ
な
し
て

み
せ
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
こ
ろ
で
、
先
輩
方
に
は
力
及
ば

な
い
事
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て

気
持
ち
だ
け
で
も
消
防
団
と
い
う
地
域

防
災
の
担
い
手
の
一
員
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
山
本
分
団　

岩
﨑　

裕
司
）

資
機
材
を
使
用
し
て
対
応
で
き
ま
す
が
、

実
際
の
状
況
で
は
そ
れ
ら
が
全
て
揃
っ

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
足
場
も
不
安
定
で
思
う
よ
う

に
作
業
が
進
ま
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
様
な
状
況
で
も
冷
静
な
判
断
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ

り
、
実
災
害
で
ど
の
様
に
行
動
す
れ
ば

い
い
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
事
は
消
防
団

員
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
参
加
で
き
な
か
っ
た
団

員
に
も
教
養
し
て
い
き
、
災
害
時
の
被

害
の
軽
減
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
志
紀
分
団　

森
本　

寿
）

　

曙
川
分
団
で
は
、
独
自
で
定
期
的
に

ポ
ン
プ
取
扱
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
曙
川
分
団
は
、
揚
水
訓
練

を
実
施
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
こ
数
年
は
、
メ
ン
バ
ー
の
入

れ
替
え
や
、
新
団
員
も
増
え
て
き
た
事

も
あ
り
、
技
術
団
員
を
中
心
に
定
期
的

に
揚
水
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
分
団
の
中
で
も
ポ
ン
プ
の
操

作
技
術
や
知
識
に
ま
だ
ま
だ
差
が
あ
る

の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
体
制
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
分
団
長
及
び
副
分
団
長
指
示

の
下
、
訓
練
を
積
み
重
ね
、
新
人
教
育

と
全
体
的
な
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
図
れ

る
よ
う
意
識
改
革
を
し
て
い
き
ま
す
。

�

◆
（
曙
川
分
団　

久
保　

元
伸
）

消
防
団
基
礎（
初
任
）教
育
訓
練

ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練
実
施

恩
智
川
水
防
訓
練

　

平
成
29
年
４
月
22
日
（
土
）、
東
大

阪
市
花
園
中
央
公
園
で
恩
智
川
の
水
位

上
昇
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
南
西
方
面
隊
か
ら
40
名
の

団
員
が
参
加
し
、
せ
き
板
工
法
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
洪
水
に
よ
り
水
が
堤

防
を
越
え
そ
う
な
時
に
実
施
す
る
工
法

で
、
杭
で
固
定
し
た
板
の
間
に
土
の
う

と
土
砂
を
入
れ
て
強
度
を
高
め
、
越
水

を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

土
の
う
作
り
と
杭
打
ち
の
２
班
に
わ

か
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

杭
を
打
ち
込
み
、
板
を
張
り
番
線
で

固
定
す
る
作
業
で
は
足
場
が
固
い
せ
い

か
な
か
な
か
杭
が
入
ら
ず
苦
労
し
ま
し

た
。

　

訓
練
時
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
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平
成
29
年
５
月
20
日
（
土
）、
八
尾

市
立
南
木
の
本
防
災
公
園
に
お
い
て
、

各
自
主
防
災
組
織
で
活
動
さ
れ
て
い
る

防
災
リ
ー
ダ
ー
55
名
が
参
加
す
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
久
宝
寺
分
団
か
ら
６

名
の
団
員
が
、
可
搬
ポ
ン
プ
取
扱
い
指

導
の
た
め
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
か
ら
始
ま
り
、
各
自
主
防
災

組
織
の
地
域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
取
扱
い
訓
練
や
放
水

訓
練
、
ま
た
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

救
護
訓
練
等
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
実
際
に
筒
先
を

持
っ
て
も
ら
い
、
水
圧
の
強
さ
を
体
験

　

平
成
29
年
５
月
28
日
（
日
）、
北
亀

井
町
公
園
で
龍
華
地
区
の
自
主
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く
気
温
が
上
が
る

中
、
消
防
署
亀
井
出
張
所
職
員
指
導
の

も
と
、
龍
華
分
団
員
も
参
加
し
て
、
地

域
の
役
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
自
主
防
災

組
織
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
自
主
防
災
組

織
の
可
搬
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
ポ
ン
プ

取
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

可
搬
ポ
ン
プ
の
使
用
手
順
か
ら
実
際

の
放
水
ま
で
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返

し
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
汗
を
流
し
な
が
ら
お
互
い

に
大
き
な
声
を
掛
け
合
い
、
一
連
の
動

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
折
、
水
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
全

員
が
真
剣
な
面
持
ち
で
訓
練
に
参
加
さ

れ
、
防
災
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

我
々
消
防
団
員
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

何
よ
り
無
事
に
参
加
者
全
員
が
怪
我
も

無
く
研
修
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
会
で
知
り
得

た
知
識
、
技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防

災
組
織
に
持
ち
帰
り
、
市
民
同
士
で
共

有
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
よ
り
来
年
、

再
来
年
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
久
宝
寺
分
団　

奥
村　

貴
司
）

作
が
で
き
る
ま
で
真
剣
に
取
り
組
む
姿

を
見
て
い
る
と
、「
自
分
た
ち
も
こ
の

地
域
を
守
る
ん
だ
」
と
い
う
強
い
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
自
主
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
私

達
消
防
団
員
も
、
一
致
団
結
し
て
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
向
け
て
更
に
訓
練
を

積
ん
で
い
き
、
最
大
限
の
尽
力
を
注
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
龍
華
分
団　

西
田　

寿
）

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会

龍
華
地
区
自
主
防
災
訓
練
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平
成
29
年
７
月
９
日
（
日
）、
陽
卉
会

館
で
普
通
救
命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
南
高
安
分
団
が
３
年
に

一
度
実
施
し
て
い
る
講
習
で
今
回
は
、

女
性
団
員
か
ら
４
名
の
指
導
員
と
１
名

の
受
講
を
含
め
計
51
名
の
参
加
と
な
り
、

「
１
、
２
、
３
・
・
・
」
と
リ
ズ
ム
の

よ
い
掛
け
声
が
部
屋
の
数
カ
所
か
ら
大

き
く
響
い
て
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
で

し
た
。

　

新
入
団
員
は
自
動
車
免
許
取
得
時
以

来
、
ま
た
、
我
々
に
関
し
て
は
三
年
振

り
と
い
う
事
も
あ
り
、
普
段
は
笑
顔
が

多
く
和
や
か
な
団
員
も
何
時
に
な
く
真

剣
な
表
情
で
し
た
。

　

講
習
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
後
に
訓
練
用

人
形
を
使
用
し
て
の
実
践
訓
練
で
、
心

　

平
成
29
年
８
月
５
日
（
土
）、
高
安

少
年
団
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
、
メ
イ
ン
会
場

と
な
る
高
安
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
中
学
生
が
主
と

な
り
地
域
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
模
擬

店
を
運
営
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
や
か
き
氷
等
の
食
べ
物
を
は
じ
め
、

金
魚
す
く
い
、
輪
投
げ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
等
、
色
々
な
お
店
が
あ
り
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
に
は
、
リ
ン
グ
が

設
営
さ
れ
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
方
々
に

よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ

れ
、
間
近
で
見
る
プ
ロ
レ
ス
に
子
供
達

は
大
興
奮
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
達
消
防
団
は
、
会
場

駐
車
場
及
び
場
内
の
警
備
の
任
務
に
就

き
、
来
場
者
の
安
全
確
保
に
務
め
な
が

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い
て
、

数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

冷
房
の
効
い
て
い
る
部
屋
で
し
た
が
、

参
加
し
た
団
員
は
汗
を
流
し
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
活
動
と
い
え
ば
消
火
活
動

が
一
番
に
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
最
近

で
は
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
地
震
時

に
お
け
る
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も

の
が
市
民
か
ら
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

必
要
に
迫
ら
れ
た
際
、
今
回
学
ん
だ

技
術
を
行
う
事
も
消
防
団
活
動
の
一
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

講
習
の
終
了
間
際
に
、
歴
任
さ
れ
た

分
団
長
が
団
員
に
伝
え
ら
れ
た
言
葉
を

皆
が
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
消
防
団
員
と
し
て
、
様
々
な
技
術

を
習
得
、
必
要
に
応
じ
て
や
る
べ
き
事

は
や
る
。」
と
い
う
言
葉
を
。

�

◆
（
南
高
安
分
団　

浅
井　

孝
一
）

ら
、
暑
い
中
地
域
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
る
中
学
生
に
も
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

私
達
消
防
団
員
も
、
元
気
な
中
学
生

に
負
け
な
い
よ
う
、
地
域
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
構
築
し
、
有
事
の
際
に
は
こ
の
繋

が
り
が
中
心
と
な
り
安
全
・
安
心
な
街

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
今
後
の

消
防
団
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
高
安
分
団　

増
田　

卓
司
）

普
通
救
命
講
習
を
実
施

高
安
ふ
れ
あ
い
祭
警
戒
警
備
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平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）、
午
前

11
時
、
６
月
５
日
（
月
）
午
後
５
時
よ

り
幸
第
一
公
園
に
て
木
村
長
門
之
守
重

成
公
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
日
に
祭
礼
、
５
日
に
は

お
囃
子
（
は
や
し
）
と
夜
店
が
催
さ
れ
、

内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
礼
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
皆

様
や
、
各
諸
団
体
、
関
係
者
等
を
招
き

例
年
通
り
そ
れ
ぞ
れ
御
参
拝
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
も
祭
礼
に
は
、
大
阪
上
本
町
を

拠
点
に
大
阪
城
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る

『
大
阪
甲
冑
隊
』
の
メ
ン
バ
ー
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
日
は
午
後
５
時
か
ら
、
お
囃
子
グ

ル
ー
プ
の
「
祭
華
（
さ
い
か
）」
が
日

頃
の
練
習
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

祭
華
は
、
地
車
と
天
神
囃
子
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
地
元
青
年
団
を
中
心
に

木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
の
た
め
に

結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

入
梅
の
夜
を
、
天
神
囃
子
の
音
色
が

響
き
わ
た
り
、
地
域
の
子
供
達
や
大
人

ま
で
夜
の
お
店
で
和
や
か
に
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

�

◆
（
西
郡
分
団　
　

澤
田　

広
二
）

　

平
成
29
年
９
月
９
日
（
土
）、
10
日

（
日
）、
久
宝
寺
緑
地
陸
上
競
技
場
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
40
回
八
尾
河
内

音
頭
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
は
、

40
回
目
の
記
念
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

二
日
間
に
わ
た
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
最
多
人

数
で
踊
る
盆
踊
り
の
世
界
一
に
挑
戦
と

し
て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
更
新
に
挑
み

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
世
界
記
録
は
宮
崎
県
延

岡
市
が
今
年
の
７
月
に
樹
立
し
た
2,748
人

で
し
た
。

　

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
へ
の
挑
戦
は
2,891
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
振
り
付
け
を
間

違
え
る
な
ど
19
人
の
失
格
者
を
出
し
た

も
の
の
、
見
事
2,872
人
が
認
定
さ
れ
、
最

多
人
数
で
踊
る
盆
踊
り
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
の
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

　

河
内
音
頭
発
祥
の
地
で
あ
る
八
尾
が

一
致
団
結
し
、
世
界
記
録
を
樹
立
し
た

こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

10
日
に
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
（
軟
式

野
球
場
）
で
、
小
・
中
校
生
に
よ
る
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
子
供

た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
広
場
で
プ
ロ
レ
ス
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
の
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
た
観
客
は
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

　

二
日
間
に
わ
た
る
開
催
で
、
例
年
よ

り
も
多
く
の
方
々
が
来
場
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
４
件
の
救
急
搬
送
者
は
で
た

も
の
の
、
大
き
な
事
故
等
も
な
く
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
警
備
に
参
加
し
た
本
部
の
皆

様
、
各
分
団
の
皆
様
、
暑
い
中
そ
し
て

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
警
備
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

�

◆
（
八
尾
分
団　

影
中　

義
和
）

河
内
音
頭
ま
つ
り
警
戒
警
備

木
村
長
門
之
守
重
成
公

祭
礼
を
開
催
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平
成
29
年
６
月
27
日
（
火
）、
消
防

団
幹
部
視
察
研
修
の
た
め
、
兵
庫
県
淡

路
市
に
あ
る
北
淡
震
災
記
念
公
園
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
公
園
は
、
六
甲
・
淡
路
島

断
層
帯
の
活
動
に
よ
り
平
成
７
年
に
発

生
し
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
原
因

で
あ
り
、
そ
の
構
成
断
層
の
ひ
と
つ
で

あ
る
野
島
断
層
が
横
ず
れ
し
、
変
位
し

た
断
層
面
が
地
表
に
露
出
し
た
場
所
で
、

そ
の
一
部
を
保
存
し
て
お
り
、
平
成
10

年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
当
時
、
神
戸
市
長
田
区
に

あ
っ
た
通
称
「
神
戸
の
壁
」
や
、
実
際

　

平
成
29
年
７
月
23
日
（
日
）、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
で
、
大
阪
府
消

防
協
会
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓

練
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
東
大
阪
市
消
防
団
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
、
柏
原
市
消
防
団
が
ポ

ン
プ
車
操
法
の
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
総
指
揮
者
を
は
じ
め
選

手
隊
、
団
旗
隊
、
徒
歩
部
隊
、
車
両
部

隊
に
よ
る
分
列
行
進
や
各
訓
練
披
露
、

中
河
内
支
部
長
か
ら
優
良
団
員
に
贈
ら

れ
る
表
彰
式
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
達
、
八
尾
市
消
防
団

員
に
対
し
て
、「
大
き
な
声
で
節
度
も

あ
り
、
大
変
す
ば
ら
し
か
っ
た
。」
と

規
律
動
作
に
お
い
て
、
他
市
の
消
防
関

係
者
及
び
来
賓
者
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い

た
と
後
に
聞
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
続
け
て
き
た
訓
練
が
実
っ
た

瞬
間
で
も
あ
り
、
私
達
に
と
っ
て
も
大

変
喜
ば
し
く
、
八
尾
市
消
防
団
員
と
し

て
十
分
に
結
果
を
残
せ
た
総
合
訓
練

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
誰
か
ら
見
ら
れ
て
も
恥
じ
る

事
が
な
い
よ
う
常
に
動
け
る
消
防
団
員

と
し
て
、
ま
た
、
自
分
達
の
地
域
を
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
る
消
防
団
員
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
訓
練
に
励
み
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

�

◆
（
龍
華
分
団　
　

中
東　

正
行
）

中
河
内
地
区
支
部

消
防
総
合
訓
練

団
幹
部
視
察
研
修

に
断
層
付
近
で
被
災
し
た
住
宅
も
当
時

の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
震
災
の

凄
ま
じ
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
終
え
、
近
年
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
危
惧
さ
れ
お
り
、

い
つ
八
尾
市
で
も
地
震
が
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

発
災
時
に
は
消
防
団
員
と
し
て
何
が

で
き
る
か
、
何
を
す
る
べ
き
か
等
を

日
々
イ
メ
ー
ジ
し
、
知
り
得
た
知
識
を

少
し
で
も
発
揮
し
、
地
域
住
民
の
安
全

を
少
し
で
も
守
れ
る
よ
う
今
後
も
団
員

に
伝
え
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

�
◆
（
大
正
分
団　
　

乾　

和
仁
）
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こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
習
得
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
女
性
団
員
一
同
勤
し

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

◆
（
本
部
分
団　

鳥
羽　

由
紀
）

岡
山
県
新
見
市
消
防
団
の

幹
部
視
察
研
修

女
性
団
員
が
分
団
の

普
通
救
命
講
習
を
実
施

　

平
成
29
年
６
月
17
日
（
土
）、
岡
山

県
新
見
市
消
防
団
の
分
部
（
わ
け
べ
）

団
長
を
は
じ
め
幹
部
の
方
々
21
名
と
、

事
務
局
か
ら
２
名
の
総
勢
23
名
の
方
々

が
八
尾
市
へ
視
察
研
修
に
訪
れ
、
八
尾

市
か
ら
は
、
向
井
団
長
を
は
じ
め
消
防

団
幹
部
11
名
で
歓
迎
し
、
八
尾
市
消
防

本
部
１
階
研
修
場
に
お
い
て
、
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
主
に
次
の
５
つ
の
項
目
に

つ
い
て
両
市
事
務
局
が
説
明
を
実
施
し

た
後
、
両
市
消
防
団
に
よ
る
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
消
防
団
概
要

②
活
動
状
況

③
団
員
確
保
へ
の
取
り
組
み

④
装
備
品
の
整
備
・
貸
与
品
に
つ
い
て

⑤
活
性
化
や
訓
練
の
取
り
組
み

　

そ
の
他
に
も
出
動
手
当
の
こ
と
や
消

防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
こ
と
、
ま
た
、

新
見
市
消
防
団
に
は
ラ
ッ
パ
隊
が
あ
り
、

各
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
し
、
消
防
団
の
Ｐ

Ｒ
、
火
災
予
防
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
両
市
消
防
団
の
違
い
に

驚
き
と
関
心
を
抱
く
中
、
今
後
多
様
化

す
る
災
害
に
対
す
る
危
機
感
や
、
消
防

団
員
の
確
保
の
難
し
さ
な
ど
、
消
防
団

と
し
て
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も

再
認
識
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容

の
研
修
で
し
た
。

�

◆
（
高
安
分
団　

清
水　

宏
祐
）

　

平
成
29
年
７
月
９
日
（
日
）、
陽
卉

会
館
に
お
い
て
、
南
高
安
分
団
46
名
と

今
年
入
団
し
た
女
性
団
員
１
名
に
対
し

行
わ
れ
た
普
通
救
命
講
習
に
、
応
急
手

当
指
導
員
と
し
て
女
性
団
員
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
救
命
の
連
鎖
」
主
に
心
停
止
の
早

期
認
識
と
一
次
救
命
処
置
の
重
要
性
に

つ
い
て
ビ
デ
オ
視
聴
し
た
後
、
要
救
助

者
の
発
見
か
ら
状
態
確
認
、
通
報
、
心

肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
救
急
隊

に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
一
連
の
動
作
を
一

人
ず
つ
繰
り
返
し
実
施
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

南
高
安
分
団
は
、
定
期
的
に
講
習
を

受
け
て
い
る
た
め
、
皆
さ
ん
大
変
段
取

り
よ
く
体
得
さ
れ
て
い
ま
し
た
。


